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第１章 県民意識調査の結果について 
 

Ⅰ 調 査 の 概 要 
 

 １ 調査の目的 

  この調査は、森林に対する認識や保全・管理のあり方、森林づくりへの参加意識など県

民の意識をとらえ、本県の森林を県民全体で支えていくための仕組みづくりを検討するた

めの基礎資料とすることを目的に実施した。 

 

 ２ 調査の項目                                                

  (1) 森林の機能について         

  (2) 森林の現状について               

   (3) 森林の機能を維持するための取組みについて           

  (4) 森林づくりへの県民の参加意識                   

   (5) 森林づくりのための新しい税について 

   (6) 森林づくりのための費用負担について 

   (7) 自由記述意見 

 

 ３ 調査の設計                                                    

 （1) 調査地域   富山県全域                

 （2）調査対象   満20歳以上の男女                

 （3）        標 本 数     2,500                    

  （4）抽出方法   住民基本台帳より単純無作為抽出 

 （5）調査期間   平成17年7月30日～8月8日                

 （6）調査方法   郵送返送方式                

 

 ４ 回収の結果 

 （1）標本数     2,500(100.0%) 

 （2）回収数     1,289( 51.6%) 

      ※通常、郵送によるアンケートの回収率は30～40％程度といわれています。 
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みどり企画係
テキストボックス
災害防止、水資源の涵養、二酸化炭素の吸収など、森林の公益的機能の働きへの回答が70%前後と高く、次いで、野生動植物の生息の場となっており、木材生産については14%となっている。



6

みどり企画係
テキストボックス
「少し荒廃が進んでいる」、「かなり荒廃が進んでいる」をあわせると51.7%が荒廃していると感じている一方、41.1%が「現状について知らない」となっている。



7

みどり企画係
テキストボックス
「もっと取り組むべきである」「どちらかといえば取り組むべきである」をあわせると
92%が県民参加の森林づくりの必要性を認めている。



8

みどり企画係
テキストボックス
「積極的に参加したい」「できる範囲で参加したい」「すでに参加している」をあわせると、70.3%が森林づくりへの参加に前向きである。
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みどり企画係
テキストボックス
「賛成である」「負担の程度によっては賛成である」「使いみちによっては賛成である」をあわせると84.5%が森林を守り育てる新しい税の導入に賛成しており、「反対である」は10.7%となっている。また、使いみちについての関心が高い。



10

みどり企画係
テキストボックス
・「年間1000円程度」が41%と最も高く、次いで「年間500円程度」が31.4%と
　なっている。
・年間1000円～2000円程度の累計では55.7%、年間500円～2000円程度の累計
　では87.1%となっている。



 

第２章 森林所有者アンケートの結果について 
 

Ⅰ 調 査 の 概 要 

 

 １ 調査の目的 

  「とやまの森林」を荒廃から守り、本県の森林を未来に引き継ぐための仕組みづくり

を検討するにあたっては、森林に対する認識や保全・管理のあり方、森林づくりへの参加

意向など一般県民の意識だけではなく、県内の森林所有者自身の意向等を把握することが

極めて重要である。 

  このような観点にたって、県内に森林を所有している者およそ２万５千人の中

から１，０００人を対象にこのアンケートを実施した。 

 

 ２ 調査の項目                                                

  (1) 所有している森林にいったことがあるか         

  (2) 森林の手入れ状況について               

   (3) 所有している森林の現状について           

  (4) 所有している森林の今後の対応について                   

   (5) 自己負担の有無による森林の手入れについて 

   (6) 森林の手入れに必要な支援について 

   (7) 森林ボランティアの活用意向について 

   (8) 里山林オーナー制度の活用について 
   (9) 自由記述意見 
 

 ３ 調査の設計                                                    

 （1) 調査地域   富山県全域                

 （2）調査対象   県内に森林を所有する者                

 （3）        標 本 数     1,000                    

  （4）抽出方法   森林組合員名簿より単純無作為抽出               

 （5）調査期間   平成17年8月1日～8月10日                

 （6）調査方法   郵送返送方式                

 

 ４ 回収の結果 

 （1）標本数     1,000(100.0%) 

 （2）回収数       526( 52.6%) 

      ※通常、郵送によるアンケートの回収率は30～40％程度といわれています。 

 

 

みどり企画係
テキストボックス
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みどり企画係
テキストボックス
「ここ１～２年以内のうちに行ったことがある」と回答した所有者が49.4%と最も多く、次いで、「3年～10年以内のうちに行った」の22.2%となっているが、25.7%は「10年以上行ったことがない」「一度も行ったことがない」と回答している。



15

みどり企画係
テキストボックス
「以前は手入れを行っていたが最近は手入れを行っていない」との回答が48.9%と最も多く、「している」「していない」が同数の22.6%となっている。



16

みどり企画係
テキストボックス
「かなり荒れていると思う」「少し荒れていると思う」との回答者は合わせて78.9%おり、所有者自身も森林の荒廃を認識している。
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みどり企画係
テキストボックス
「積極的に手入れを行いたい」「支援があれば手入れを行いたい」とする回答者が48.1%いる反面、手入れの必要性を認識していても手入れを行うつもりはないとする回答者も26.2%いる。
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みどり企画係
テキストボックス
問４で「手入れを行うつもりはない」とした回答者の68.1%（回答者全体の17.9%）が「自己負担がなければ手入れを行う」としている一方、24.6%（回答者全体の6.5%）は、たとえ自己負担がなくても手入れを行うつもりはないと回答している。
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みどり企画係
テキストボックス
森林の手入れを行うためには、道路整備や森林境界の確定などの条件整備、労働力や森林整備のための資金の援助が必要と考える回答者が多い。
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みどり企画係
テキストボックス
ボランティアの活用には68%が前向きの回答をしているが、そのうちの半数はボランティアの施業技術に不安を抱いている。
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みどり企画係
テキストボックス
里山オーナー制度の活用には58.4%が前向きであるが、35%はオーナーとなる人の施業技術等に不安があるとしている。



平成 17 年 7 月 

P 水 と緑の森づくⅢ こ 関する県民意識調査 よに ついて ( お願い ) 

富 山 県 

日頃 より、 県政についてご 理解とご協力をいただき、 誠にあ りがとうございます。 

さて、 県では、 「とやまの森林」を 荒廃から守り、 未来 に 引き継ぐための 対策について 検討 

しているところです。 その取りまとめにあ たりまして、 県民の皆様の 森づくしに関する 意向 

を 反映させるため、 県内に居住されている 方を対象とした 意識調査を実施することとれたし 

ました。 

この調査は、 2 0 歳以上の県民の 皆様の中から 無作為に 2500 人を選ぼせていただき、 ご 

協力をお願いするものです。 お答え い ただきました 内容は、 調査の目的以外に 使用すること 

はあ りませんので、 あ なたご自身のご 意見をご記入ください。 

ご 面倒とは存じますが、 調査の趣旨をご 理解いただき、 ご 協力くださいますよ う お願い 

い たします。 

調査察のご記入にあ たって 

「．この調査は 無記名方式です。 調査 票 にち返信用封筒にも、 お名前を記入していただ 

く 必要はあ りません。 

2. 回答はあ て名の方ご自身がご 記入ください。 

3. 回答の方法は、 あ てはまると思 う ものの番号に 0 をつける方式です。 

お 問い合わせ 先 ) 

富山県農林水産部森林政策課みどり 企画 係 
〒 930-850 「 富山市新総曲輪「 番 7 号 

電話 076-444-3385  ( 直通 ) 



水 と緑の森づくⅢ こ 関する県民意識調査 

昨年は、 クマがたくさん 出現し、 県内でも死者や 重傷者が出ました。 これは、 森林の荒廃 

と関係があ るとも言われています。 森林は木材生産の 場でもあ りますが、 最近では、 地球 

温暖化防止、 水源かん 養 、 災害防止などの 機能がクローズアップされてきています。 

「とやまの森林」を 荒廃から守り、 未来に引き継ぐための 対策について、 県民のみなさんの 

ご意見をお聞かせください。 

[ 森林に期待する 機能について ] 

問 1  森林の持つ多様な 機能のうち、 今後とも重点的に 守っていくべきものは、 どのよう 
なものだと思いますか。 次の中から 3 つまであ げてください。 

1 . 木材やきのこなどを 生産する働き 

2. 緑のダムとして 水資源を蓄える 働き 

3. 山崩れや洪水柱どの 災害を防止する 働き 

4. 二酸化炭素を 吸 り X したり、 大気を浄化したりする 働き 

5. クマなどの野生動物や 多様な植物の 生息の場としての 働き 

6. 心の安らぎ・レクリエーションの 場や野外における 教育の場を提供する 働き 

7. その他 (   

森林の現状について ] 

問 2  あ なた ほ 、 富山県内の森林の 現状をどう思いますか。 次の中から 1 つあ げてくださ   
い 。 

1 . か 在り荒廃が進んで い る 

2. 少し荒廃が進んでいる 

3, 適正に管理されている 

4, 現状について 知らない 

5. その他 ( 
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県民参加の森林づくりについて 

問 3  水源かん養や 災害防止な 林の持つ機能を 維持するためにほ、 森林所有者や 行政 
だけでなく、 県民参加による 広葉樹の植林や 下草刈 りなどの森林整備、 森林ポランティ 
ア への支援 ( 機材の貸与、 苗木の提供、 研修の実施 ) などが求められています。 
あ なた ほ、 このような取り 組みについてどう 思いますか。 次の中から 1 つ あ げてく   
ださい。 

1 . もっと取り組むべきであ る 

2. どちらかといえば 取り組むべきであ る 

3. 取り組む必要はない 

4, その他 (   

問 4  あ なた ほ、 森 づくりに参加してみたいと 思いますか。 次の中から 1 つあ げてくだ   
さい。 

「．積極的に 参加した い 

2. できる範囲で 参加したい 

3. すでに参加している 

4. 手笘ふ力ロ したくない 

5. その他 ( 
 
 

森林づくしのための 財源の充実について 

問 5  森林ポランティアなどに 参加できない 人たちも含め、 県民全体で「とやまの 森林づ 
くり」を支援していく 観点から、 県民が広く費用を 分担し 、 森 づくしの財源を 充実し 
ていく方法が 考えられます。 すでに、 全国でほ「森林環境税」などの 方法で、 県独自 

に森林整備の 財源を確保している 県が 1 3 県 " あ ります。 

富山県の森林を 守り育てるために 新しい税をつくることについてどう 思いますか。 

次の中から 1 つあ げてください。   
「．賛成であ る 

2. 負担の程度によっては 賛成であ る 

3, 使い打ちによっては 賛成であ る 

4. 反対であ る 

5. その他 (     
Ⅹ @ 税を導入している 県 : 福島県、 滋 賀県、 兵庫県、 奈良県、 岡山県、 鳥取県、 島根県、 i 
      山口県、 愛媛県、 高知県、 熊本県、 大分県、 鹿児島県 
            使いみ ち : 森林の整備・ 保全、 どんぐりなど 広葉樹の植林、 ポランティア ; 
  
  活動への支援、 担い手の育成、 森林づくりへの 理解と参加を 促 i 
      
  
                                                    す 普及啓発など                                                                                                           
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問 6  県民が幅広く 森林づくしに 参加していくための 税 として、 仮に、 あ なたが費用を 分担 
するとしたら、 年間どのくらいなら 協力してもよいと 思いますか。 次の中から 1 つあ   
げてください。 

1 . 年間 5 0 0 円 程度 

2. 年間「 0 0 0 円 程度 

3. 年間 1 5 0 0 円 程度 

4. 年間 2 0 0 0 円 程度 

5. その他 ( 

その他ご意見があ りましたら自由にお 書きください。 

 
 

Ⅹ引き続き、 次の頁もお答えください。 
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ご意見をお伺いするのは、 これで終わりですが、 お答え い ただいたことを 統計的に分析 

するため、 あ なたご自身についてお 聞か甘ください。 

F ]  あ なたの性別は。 

「・ 男 ， 性 2, 女 性 

F 2  あ なたの年齢は 満でおいくつですか。 

「・ 2 0-2 9 歳 2. 3 0 ～ 3 9 歳 3. 4 0 ～ 4 9 歳 

4. 5 0 ～ 5 9 歳 5.  6 0 ～ 6 9 歳 6. 7 0 歳 以上 

F 3  あ なたの職業は。 

1 . 農林漁業 2. 自営業 3. 給与所得者 

4. 主 婦 5. 学 生 6. 無 職 

F 4  あ なたの居住地は。 

「，富山市 ( 旧 富山市 )  2, 富山市 ( 胆大沢野町 )  3, 富山市 ( 旧 大山町 ) 

4. 富山市 旧 八尾町 )  5, 富山市 ( 旧婦中町 ) 6. 富山市 ( 円 山田村 ) 

7. 富山市 佃 細入 村 )  8. 高岡市 9. 新湊市 

10 ・魚津市 Ⅱ・氷見市 「 2, 滑川市 

13.  黒部市 14. 砺波市 ( 旧 砺波市 ) 15. 砺波市 ( 旧 庄川町 ) 

16.  ⅡⅡ矢音 ト市 17. 南砺市 ( 旧 城端町 ) 18. 南砺市 ( 旧 平村 ) 

19, 南砺市 ( 旧 上平村 )  20 ． 南砺市 ( 旧 利賀村 ) 21, 南砺市 ( 田井波町 ) 

22, 南砺市 ( 旧 井口村 )  23, 南砺市 ( 旧 福野町 ) 24, 南砺市 ( 旧 福光町 ) 

25, 舟橋村 26. 上市町 27. 立山町 

28. 宇奈月町 29. 入善町 30 ・朝日町 

31. 小杉町 32. 大門 W 33,  下村 

34. 大島町 35,  福岡町 

F 5  あ なたの居住環境 は 。 

「・市街地、 郊覚 2. 農 山村地域 

F 6  あ なたの家では 森林を持っていますか。 

1 . 持っている 2. 持っていない 

米ご 協力あ りがとうごさいました。 
ご 回答済みのこの 調査用紙は、 お手数ですが、 折りたたんで 同封の返信用封筒に 入れ 

切手を貼らずに、 平成 ] 7 年 8 月 8 日 ( 月 ) までに最寄りのポストにお 入れください。 
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平成 17 年 8  月 

日森 づくⅢ こ 関する森林所有者アンケートⅠ l こついて ( お 願しり 

富 山 県 

日頃 より、 県政についてご 理解とご協力をいただき、 誠にあ りがとうございます。 

さて、 県では、 「とやまの森林」を 荒廃から守り、 未来に引き継ぐための 対策について 検討 

しているところです。 その取りまとめにあ たりまして、 県内に森林を 所有されている 方々の 

森 づくしに関する 意向を反映させるため、 県内に森林を 所有されている 方を対象としたアン 

ケートを実施することとれたしました。 

この調査は、 県内に森林を 所有されている 方々の中から 無作為に「 000 人を選ばせていた 

だき、 ご 協力をお願いするものです。 お答えいただきました 内容は、 調査の目的以外に 使用 

することほあ りませんので、 あ なたご自身のご 意見をご記入ください。 

ご 面倒とは存じますが、 調査の趣旨をご 理解いただき、 ご 協力くださし ほ すようお願い 

い たします。 

調査 票 のご記入にあ たって 

「． この調査は無記名方式です。 調査 票 にも返信用封筒にも、 お名前を記入していただ 

く 必要はあ りません。 

2. 回答はあ て名の方ご自身がご 記入ください。 

3. 回答の方法は、 あ てはまると思 う ものの番号に 0 をつける方式です。 

4. ご記入 い ただきました 調査 票は 、 同封の返信用封筒 lc 入れ、 

でに ポストにお入れ い 。 切手を貼る必要はあ りません。 

[ お問い合わせ 先 ] 

富山県農林水産部森林政策課みどり 企画 係 

〒 93 ㏄ 8501 富山市新総曲輪 1 番 7 号   



森 づくしに関する 森林所有者アンケート 

昨年ほ、 クマがたくさん 出現し、 県内でも死者や 重傷者が出ました。 これは、 森林の荒廃 

と関係があ るとも言われています。 森林は木材生産の 場でもあ りますが、 最近では、 地球 

温暖化防止、 水源かん 養 、 災害防止 な どの機能がクローズアップされてきています。 

「とやまの森林」を 荒廃から守り、 未来に引き継ぐための 対策について、 県内に森林を 所有 

されているみなさんのご 意見をお聞かせください。 

問 ]  あ なたの所有されている 森 に 行ったのはいつですか。 次の から 1 つ あ げてくだ   
さい。 

「， ここ 1 ～ 2 年以内のうちに 行った 

2. 3 年～ 1 0 年 以内のうちに 行った 

3. 「 0 年以上行ったことがない 

4, 一度も行ったことがない 

問 2  あ なたの所有されている 森林の手入れをしていますか ( 森 組合などへの 施業委託 
からⅠ つ あ げてください。   

「・ している 

2. 以前は手入れをしていたが、 最近はしていない 

3. 手入れの必要がな い ( 天然林、 高齢 級 人工林など ) 

4. していない 
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問 3  あ なたの所有されている 森林の現状をどう 思いますか。 
さい。 

「， かなり荒れていると 思 う 

2. 少し荒れていると 馬、 ぅ 

3. 適正であ ると思う 

4. わからない 
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問 4  あ なたの所有されている 森林について、 今後、 どのようにしていきたいど 思います 
か 。 次の中から 1 つあ げてください。   
1 . 積極的に手入れを 行 い たい 

2. 支援があ れば手入れを 行いた い 

3. 手入れの必要はな い ( 天然林、 高齢 級 人工林なめ 

4. 手入れが必要であ るが手入れを 行 う つもりはな い ( 中間 5 へ ) 

5. わからない 

問 5  間 4 で「 4. 手入れが必要であ るが手入れを 行うつもり は ない」をあ げた方にお 聞 
きします。 

自己負担がなければ、 森林の手入れを 行いますか。 次の から 1 つ あ げてください。   
「・ は い 

2. いいえ 

理由 (   

3. その他 (   

問 6  森林の手入れを 行うため。 どのような支援があ ればよいと思われますか。 次の中から 
2 つまであ げてください。 

1 , ボランティアなどの 労働力 

2. 技術の指導 

3. 機材の貸与や 資材 ( 苗木など ) の提供 

4. 森林の手入れや 再造林などへの 資金 

5. 林道、 作業 道 、 歩道などの整備 

6 。 森林境界の確定 

7. その他 ( 
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問 7  県民参加の森林づくしを 進めていく動きもあ り手すが、 あ なた ほ 、 市町村や地域と 
協定を結んだうえで、 森林ボランティアが 無償で森林づくしを 行うことについてどう 
思いますか。 次の中から 1 つ あ げてください。   
「，積極的に 活用したい 

2. 活用したいが、 施業技術等が 不安であ る 

3. 7 音 崩 したくない 

理由 ( 

4. その他 ( 

 
 

林 所有者が提供する 森林を、 希望する人が 利馬料を払って 森 整備やきのこの 
ど楽しむ仕組み ( 里山林オーナー 制度 ) があ ります。 あ なたは、 この方法で森林 

の手入れを行うことについてどう 思いますか。 次の中から 1 つ   
「．積極的に 活用したい 

2. 活用した い が、 施業技術等が 不安であ る 

3. 活用したくない 

理由 ( 

4. その他 ( 
 
 

その他ご意見があ りましたら自由にお 書き下さい。 

Ⅹ引き続き、 次の頁もお答えください。 
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ご意見をお伺いするのは、 これで終わりですが、 お答えいただいたことを 統計的に分析 

するため、 あ なたご自身や 所有されている 森林についてお 聞かせください。 

F l  あ なたの性別は。 

「・男 性 2. 女 性 

F 2  あ なたの年齢 は 満でお いくっ ですか。 

「・ 2 0 ～ 2 9 歳 2.  3 0 ～ 3 9 歳 3.  4 0 ～ 4 9 歳 

4.  5 0 ～ 5 9 歳 5.  6 0 ～ 6 9 歳 6. 7 0 歳 以上 

汗 3  あ なたの居住地 は 。 

「・県内 2, 県外 

圧 4  あ なたの所有するあ もな森林の種類は。 

1 . 人工林 2. 天然林 3. 人工林、 天然林ほぼ同面積 

F 5  あ なたの所有する 森林の面積は。 

1  .  l ha 未満 2. 1 ～ 5ha 未満 3. 5 ～ l0ha 未満 

4  .  10ha 以上 

汗 6  あ なたの所有するあ もな 森 へ 行くには、 自宅からどのくらい 時間がかかりますか。 

「・ 3 0 分以内 2. 3 0 分～「時間以内 3.  「～ 2 時間以内 

4. 2 時間以上 

肝 7  あ なたの所有するあ もな森林と道路との 位 

「，道路に隣接している 2. 道路と離れている 

F 8  あ なたの所有する 人工 回答の必要 は あ りま 

「， 3 5 年生以下 2. 3 5 年生以上 3. わからない 

F g  あ なたの森林を 管理していく 後継者ほいますか。 

「・ い る 2. い 恋い 3, わからない 

凶ご 協力あ りがとうごさいました。 
ご 回答済みのこの 調査用紙は、 お手数ですが、 折りたたんで 同封の返信用封筒に 入れ 

切手を貼らずに、 平成 1 7 年 8 月 ] 0 日 ( 水 ) までに最寄りのボストにお 入れください。 
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